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新技術の概要

従来技術・競合技術との比較

新技術の特徴

遠心力を駆動源としたマイクロ流体デバイスを用いることにより , 複数種類の細
胞外マトリックスゲル（コラーゲンゲルやマトリゲル等）を異方的に有する直径
100 µm程度のヤヌスゲルビーズを簡便かつ大量に製作できる技術を提供する。
ビーズに細胞を封入することで単一粒子内に異種類の細胞を共培養させることが
可能である。

従来のコラーゲンビーズの作製手法としては，エマルジョン（油中水滴）や微細
管より射出されたコラーゲンの液滴をゲル化させる手法が主である。しかし、こ
れらの手法では作成されたコラーゲンゲルビーズは等方的であり，in vivo にみら
れる異方的な微小環境の再現は困難であった。本発明によりこの課題を解決する。

•均一径かつ異方性を付与したコラーゲンビーズを実現
•生体内部の環境を再現可能
•簡便な装置で作成可能

想定される用途

•個々の幹細胞の分化誘導
•単一粒子上における異種細胞間の共培養
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